
【報告２】

秋田市南部地域における予約制乗合タクシー

実証事業の結果について（説明資料）

令和５年２月１４日から同年３月２７日まで、大住・仁井田・御野場を中

心とする南部地域の概ね半径２ｋｍの区域において、ＡＩシステムを活用し

た予約制乗合タクシーの実証事業を行いましたので、結果を報告します。

（事業内容は報告資料２ー１参照 。）

４２日間で、延べ１６５回運行、１９４人のかたにご利用いただきました。

傾向としては、スーパーや個人病院、南部市民サービスセンターなどの公共施

設利用と思われる移動が多く見られました。また、利用は平日の午前中に集中

しておりました（報告資料２－２参照 。）

全体的には、想定を下回る利用状況となりましたが、期間の後半にかけて利

用が増加傾向になったことから、地域内に限定された移動手段であっても一定

の需要があるものと考えております。

一方、乗合の有無については、約９割が単独利用となっていたことから、よ

り効率的な輸送方法を検討してまいります。

、 、本市では 第３次総合交通戦略および第３次公共交通政策ビジョンにおいて

タクシー等小型車両による面的交通の導入を位置づけており 「 仮称）エリア、（

タクシー」として、市内の複数地区での運行に向けて検討を進めております。

今後、実証事業の結果を踏まえたより効果的効率的な運行形態を検討し、年

内には南部地域(※)での本格運行を開始するとともに、他地域での実証運行を

実施することとしています。

※ 実証事業の結果を踏まえ、令和４年度の実証事業区域とは一致しない可能

性があります。
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